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松浦武四郎1859 .『東西蝦夷山川地理取調図』
によるアイヌ語地名の採集・記載（９８００地名）

アイヌ語地名の音をカタカナで表記

領土化・植民地政策・同化政策
1858年,国学者, 前田夏蔭（露西亜応接掛手付）
「蝦夷地名真字相体定候ニ付奉伺候書付を林大学頭家
に提出, アイヌ語地名を否定して,「内地国郡郷村之名ニ
大凡同様ニ相見候様」にしたいと要請
漢語化 （大和朝廷以来の地名標準化政策）
和銅6年(西暦713年）の詔旨
（地名は、原則として、良い漢字２字で表記すべし）

A イサリブト → 漁太 B ヲサツブト → 長都太
C マオイトー → 馬追沼
D シコツブト → 支笏太 → E 千歳
F ランコウシ →蘭越 G ビビ → 美々



漢字地名だけ
を大きく表記、
アイヌ語地名は、
語源として小さく
書かれているに
過ぎない
北海道開発局
の地名看板
・・・・これこそが
「制度的差別」





先住民族の
地名の
平等な併記

世界の常識！





1998年4月、「アイヌ
語地名の平等な併記
を求める集会」に
かけつけてくださった
小川隆吉さん 旭川市での「アイヌ語地名」の平等な併記に向けての

懇談会でお世話になった太田満さん（左）と川村兼一
（川村シンリツ・エオリパク・アイヌ）さん（右）











アイヌ語地名の重要性
１
その地名をつけた人たちは、すでに「アイヌ語」を話していた、ということの証拠になる。

２
植民者、侵略者が来る前に、すでにアイヌ語地名があったことで、アイヌの「先住性」の証拠となる。

３
植民者、侵略者が「アイヌ語地名」を勝手に改変し、漢語化することは、「アイヌ」文化の破壊であり、
アイヌが「先住民族」であることの証拠となる。

「先住民族の権利に関する国連宣言」
第13条

「先住民族は、彼・彼女らの歴史・言語・口承伝統、哲学・表記方法および文学を再活
性化し、使用し、発展させ、そして未来の世代に伝達する権利を有し、ならびに彼・彼
女ら独自の共同体名・地名、そして人名を選択し、かつ保持する権利を有する。」
（市民外交センター訳、2008）





第5章 アイヌの歴史を取りもどす

歴史学者の定義
和人・外人の文書に
記録されたのが
「アイヌ」

考古学者の定義
歴史学でいう「アイヌ」
の時代から出土した
モノが「アイヌ文化」

私の定義
「アイヌ語」系言語
原（プロト）アイヌ語、
古アイヌ語を話して
きた人たちが
「アイヌ」



山田秀三による東北のアイヌ語地名の研究



北海道で使われていた土器の分布と
アイヌ語地名の分布がぴったり一致する！

地理学者は「分布」を最も重視する



人類の移動が
北から南に生じたのは3回しかない。
１
最終氷期～完新世初期

２ アイヌ語を話す人たちが東北ま
で南下した
3～5世紀頃
３
オホーツク人の南下した
5世紀～12世紀頃

たいていは
南から北へ
人間集団は移動
してきたが・・・

１ 以後、ずっと現在まで北海道に住
み続けてきた人たちが
「アイヌ」。
オホーツク文化、南からの縄文文化、
和人（ヤマト）文化を影響を受けつつ
も、一貫して「アイヌ語」を話し続け、
DNAも変容させながら生きてきた、ダ
イナミックで、かつ、最も長い歴史を
もつ人たちが「アイヌ」である。

地理学者は
「歴史」を
時空間分布でとらえようと
する

アイヌ語地名
の存在そのものが
アイヌから見た
アイヌの歴史
の構築にとって
重要な役割をもつ


